
こんなテーマがあるからこそ、子どもと本気
で「遊び」、大人たちと本気で「付き合い」、何が
大切なのか？子どもたちに必要な環境はなんな
のか？を常に自分自身に問いかけ、自分自身を
かえていく勇気を「山」という教科書と「お年寄
り」という人生の先輩にいただいているのです。
そしていつでも原点回帰できるチャレンジャー
精神を持ち続ける勇ましさと弱音を吐ける環境
を確保しなくてはならないのです。これもまた、
「築き」にすべて繋がり、通じています。
自分を変える勇気は、自分の心が満たされな

いとできないこと。心を満たすとは、すべてに
満足感を与えることではない。善と悪の区別を
きちんとつけること、自由の意味をはきちがえ
ないこと（何でもしていいわけじゃない）、誰か
に何かをしてあげたいという気持ちになるこ
と、「与えたい」そう思った時、あなたや子ども
たちは「満足」することになります。そうなるま
で我慢です。
「満足」の心の裏側には、「築き」が必ずあるは
ずです。

宝の山ふれあいの里では、年間を通じてさま
ざまな体験活動を提供させていただいていま
す。「一度会ったら一生のお付き合い」というフ
レーズを掲げ、人との関わり方、心の成長を促
すことを軸に活動を展開していますが、実はこ
れは最大のテーマ。一筋縄ではいかないけど、
いろんな人の力と知恵をお借りして一歩一歩進
んでいます。時間かかるんです。
「センター内にも展示物が減ったね、昔と比
べて・・・」と来館者の方々に声をかけられま
す。このことも考えている証ととらえていただ
ければ幸いです。
展示物を室内に置いたり、解説文を工夫した

り、企画展、観察会を開いたりなどなど大切な
活動ですが、自然体験活動を展開していく上で
はもっと大切にしなくてはならないことがあり
ます。自然と直に触れることです。自然を感覚
でとらえることなのです。「たべる、みる、き
く、さわる、におう（かぐ）」、この感覚を養う
ことにより、さまざまな楽しさや危険を味わう
ことができ、自然のおもしろさ、怖さを体感す
ることができます。今のところこのような考え
で施設内の展示活動を行なっていないのです。
ご了承ください。
さらに、来館者との信頼関係を築きあげるこ

とです。なかなかこれも時間を要するんですが、
この「築き」がなければ、ながーいお付き合いが
できないんですよ。

（45）6222
宝の山ふれあいの里ネイチャーセンター
開館時間：午前９時から午後４時まで
休 館 日：月曜日、祝日の翌日　　　　　
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